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巻頭言

　新しい年の幕明けにあたり、一言ごあいさつ
をさせていただきます。
　昨年３月の東日本大震災では、多くの尊い命
が犠牲になり、我々の仲間である印刷会社も甚
大な被害を受けました。また震災によって福島
第一原発から漏れ出た放射能は、今もその周辺
の生活や経済活動に多大な影響を与えています。
　非常に険しい道のりではありますが、一日も
早い復興を心から願うばかりです。
　印刷業界も、震災によるイベント自粛や消費
マインドの冷え込み、歴史的円高による景況の
悪化などが重くのしかかりました。1991年に
8.9兆円にまで成長した印刷の市場規模も年々
減少を続け、ついに昨年は６兆円を割り込む厳
しい状況となりました。
　そうした中、全日本印刷工業組合連合会（全
印工連）は昨年四月、「事業構造の革新」「収
益構造の革新」「マネジメント」という三つの
視点から、印刷経営の質を上げるための判断基
準・行動基準を記した「印刷産業経営羅針盤」
を発刊しました。また秋には、自社の強みを伸
ばしマーケットを開拓していくため、2004年か
ら提言を行ってきました“業態変革”の総集編
「業態変革実践プラン―全印工連2012計画」を
発表しました。
　厳しい経済環境下で企業が利益を出すこと
は並大抵のことではありません。どのような経

営をしたらよいのか、私たち経営者は大変悩み
ます。しかしマーケットが不透明な時代だから
こそ、最も重要なのは「正しい経営」「人材育
成」だと思います。目先の売上げに走り、採算
度外視の経営を行っていては、結果的に市場か
らの退場を余儀なくされます。経営計画をしっ
かりと立て、個々の社員の具体的目標にまで落
とし込んでいく。社員一人一人が「何のために
働くのか」「何をどれだけやらなければならな
いのか」をきちんと理解し、全社一丸となって
この難局を乗り越えていくことが重要です。
　この１月末には、当組合の新しい拠点となる
印刷会館「MEDIAGE Aichi（メディアージュ
愛知）」が竣工します。気持ちも新たに、組合
員の皆さんの経営力アップに尽力していきたい
と思います。
　印刷業界がお客さまの要望に応え続けていく
ことができれば、紙にインキを付けるという今
の業態は、将来的にはもっと幅広い形に変革さ
れているかもしれません。いろいろなメディア
に携わる皆さんが組合員として活躍していくこ
と、「MEDIAGE　Aichi」がそうした業界の基
地として有効に活用されていくことを期待して
おります。
　最後になりましたが、2012年が印刷業界に
とって実りある一年となりますよう祈念いたし
まして、新年のごあいさつとさせていただきます。

新しい拠点
　「MEDIAGE Aichi」が竣工

髙井　昭弘
愛知県印刷工業組合理事長



　愛知県印刷工業組合（髙井昭弘理事長）は、12月２日
午後３時より、ウインクあいちで、平成23年度12月期
理事会（第５回）と支部長会（第２回）を開催しました。
理事会では、９月期理事会で設置された「平成24・25
年度役員推薦会議」（白井紘一委員長）より、木野瀬吉
孝現副理事長を次期理事長候補として決議したことが報

告され、承認されました。
　また、現在建設中の新愛知県印刷会館（「MEDIAGE 
Aichi（メディアージュ愛知）」）の竣工式が来年２月11日
に行われることが報告されるとともに、竣工記念事業
（記念講演・祝賀会・記念セミナー）の具体的な内容
が明らかにされました。

　理事会の司会は、加藤修専務理事が務めました。
　冒頭、挨拶に立った髙井理事長は、最近話題に
なっている言葉として『第６次産業』を挙げ、その
名称の由来を「第１次産業、第２次産業、第３次産
業の数値をプラスしたもの」と説明。そして、「第
１次産業の農漁業者は、第２次産業の食品加工や、
第３次産業の流通や販売を手がけることによって、
価格決定権を持つと同時に、付加価値を付け、第６
次産業として農漁業を活性化し、拡大していこうと
しています」と新しい動き、新しいビジネスモデル
の構築に取り組んでいることを紹介。そして「これ
を印刷業にあてはめると、参考になるのではないか
と思います」と述べ、印刷業界における業態変革推
進、高付加価値の必要性を指摘しました。
　また、髙井理事長は、組合員企業のうち多数を占
める従業員が10人から30人規模の企業の今後のビジ
ネスモデルに言及。「私が最近感じていることです
が」と断った上で、「そのような中小の印刷会社の
生きる道は『コミュニケーションビジネス』『ソー
シャルビジネス』という言葉があてはまる形にある
のではないでしょうか」と個人的な見解を述べまし
た。

　この後、髙井理事長を議長に議事の審議に入りま
した。
　〈組合員の加入・脱退〉
　「加入なし脱退２社」と加藤専務理事が報告。
　〈経営革新・環境委員長の件〉
　細井俊男副理事長が兼任することに決定しました。
　〈平成23年度決算見込みの件〉
　加藤専務理事が平成23年度一般会計収支決算見込
み（平成23年10月末現在）を説明、承認されました。
　〈愛知県印刷会館竣工記念事業の件〉
　木野瀬副理事長が記念講演会及び記念祝賀会の内
容を説明しました。会場は「MEDIAGE  Aichi」。
　●記念講演
　日時＝平成24年２月16日午後３時30分～５時／講
師＝石田明氏（大日本スクリーン製造㈱会長）
　●祝賀会
　午後５時30分
　また、岡田邦義副理事長が記念セミナーの内容を
報告しました。会場は「MEDIAGE  Aichi」。
　●記念セミナー
　日時＝２月18日午前10時／プリプレス、プレス、
ポストプレスの３部構成で開催

　なお、記念セミナーは組合員の社員を対象とした
もので参加料は無料。
　〈平成23年度委員会事業の件〉
　組織・官公需、経営革新・環境、マーケティング、
共済・労務、教育の５委員会の委員長及び担当者が、
活動内容及び今後の予定を報告しました。
　このうち、組織・官公需委員会の吉川正敏委員長
は、官公需問題に関連して、愛知県出納事務局調達
課が「印刷物の積算見積書提出に関するアンケート
について」の文書を作成し、アンケートを実施する
予定と報告しました。木野瀬副理事長が補足説明で
「アンケートは来年に実施していただく予定。ダン
ピング防止のためにアンケートに記入、提出してい
ただきたい」と協力を要請しました。
　また、共済・労務委員会の猪飼重太郎委員長の報
告に関連して、髙井理事長が、愛印工が全印工連平
成22年度共済キャンペーン優秀工組表彰を受けたこ
とを報告しました。
　〈報告事項〉
　理事長候補者の件
　「平成24・25年度役員推薦会議」の白井紘一委員
長が、10月に開催した推薦会議で、木野瀬副理事長
を次期理事長候補として決議したことを報告し、承
認された。これを受け、木野瀬副理事長は次期理事
長候補を受諾した。
　〈愛知県印刷会館建設の件〉
　愛知県印刷協同組合の白井紘一理事長が、建設進
捗状況、新会館入居、特別会費などについて報告し
ました。
　このうち、建設進捗状況については、「12月５日
に中間確認検査を終了しました。建設はスケジュー
ル上、ほどんと狂いのない状況で進んでいます」と
報告しました。新会館入居については、「２月11日

に竣工式（神事）を行います。11日～14日にかけ
て、引越しと備品の設置を行います」と報告しまし
た。特別会費については、12月２日現在の申込み状
況を明らかにし、目標に達していないことから、協
力を要請しました。
　〈支部長会〉
　参加した支部長が活動内容、予定を報告しました。
　また、事務局より、平成24・25年度理事（支部
長）・総代候補者の選出の要請が行われました。
　なお、理事会、支部長会終了後、木野瀬副理事長
が発言を求め、白井理事長と髙井理事長の新愛知県
印刷会館（「MEDIAGE  Aichi」）の建設構想から
具体化、建設にいたる過程での努力、尽力に敬意を
表するとともに、感謝の言葉を述べました。
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　「新入社員研修会」は多くありますが、愛印工組では
“印刷業界の新入社員”のための内容を用意しておりま
す。体系的にカリキュラムを組みましたので、「キャリ
ア形成促進助成金」（ジョブ・カード制度）のOFF-JT
にも利用できます。（先月号に詳細既報）
　「キャリア形成促進助成金」の活用をお考えの場合は、
平成24年１月20日ごろまでに愛知労働局へ「大臣認定申
請書類」一式が必要です。
　■愛知労働局　愛知雇用助成室
　名古屋市中区栄2-3-1  名古屋広小路ビルジング11階
　TEL 052(688)5758 
　大変充実した内容を用意しておりますので、新入社員
以外の方の参加もご検討ください。
　【開催要項】
　□開催日時・会場・内容・参加費などは別紙参照。
　□申込方法は参加申込書（別紙）に必要事項を記入の
上、愛知県印刷工業組合までFAXをお送りください。
　□申込期日は各講座の開催日の１週間前(ただし、定員
に達し次第締め切ります)
　□参加費納入方法は参加申込書をいただいた後、請求
書をお送りしますので、請求書に記載の期日までに納金
ください。
　□各講座の定員は、各会場の収容可能人数によります
が、申し込みが非常に多い講座についてはクラスを追加
します。
　□問合せは愛知県印刷工業組合（TEL052-962-5771）
担当：勝野、佐野まで。「キャリア形成促進助成金」に
ついての資料請求もこちらまでご連絡ください。
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【新入社員研修会】開催のご案内
印刷業界の印刷業界の

愛知県印刷工業組合

平成24年度「新入社員研修会」参加申込書
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　積算見積書の提出に関するアンケート

　アンケート⑴　

　定時見積時において決定業者となった場合に、積算見積

書の提出に協力していただけるか否かについて該当する番

号に○をつけてください

　①協力できる

　②協力できない

　③その他（下記に具体的にご記入ください）

　アンケート⑵

　上記⑴のご回答の理由をお聞かせください（欄が不足す

る場合等は別紙に記入していただいてもかまいません）

　アンケート⑶

　その他、定時見積、入札に関するご意見がありましたら

お聞かせください（欄が不足する場合等は別紙に記入して

いただいてもかまいません）

　よろしければ貴社名をご記入ください（記入は任意です）

　担当　愛知県出納事務局調達課物品第二グループ

　電話　052（954）6645 ダイヤルイン

　FAX　052（954）6954

　昨年末、愛知県出納事務局調達課長より、定時見積
（一般印刷・軽印刷）参加業者各位に対し、「印刷物
の積算見積書（決定業者のみ）提出に関するアンケー

トについて（依頼）」の文書が送付されてきました。
　以下にその内容を掲載します。関係する印刷会社はご
留意ください。

　全日本印刷工業組合連合会・MUD推進プロジェク
トが主催する「第５回メディア・ユニバーサルデザ
インコンペティション」の表彰式が11月24日東京・
新富町の日本印刷会館で行なわれた。今回から経済
産業大臣賞が新設され、山口県防府市の大村印刷㈱
（大村俊雄社長）が受賞した。
　MUD推進プロジェクトの森永伸博委員長は、第４
回学生の部で最優秀賞を受賞した「UD封筒」が山
櫻で商品化されたことに触れ、「着実に社会に浸透
し、拡がっていることが嬉しい」と話している。ま
た、水上光啓会長は「私たち印刷人は、UDFの基と
なる文字と色のプロである。全印工連ではメディア
を冠にしたMUDとして社会に普及を図ってきた。東
日本大震災における情報伝達は必ずしも十分とはい
えなかった。今後、社会全体でUDをきちんと考え、
全印工連としても新たな形で取り組んでいく必要が
あると思う。いずれにしてもMUDを大きく広めてい
かなければならない」と述べた。
　経済産業省メディアコンテンツ課高橋聡課長補佐
から経済産業大臣賞が贈られた。
　一般の部＝大村印刷㈱／福田隆・寺本一記・貞弘
好則「2012 MUD CALENDAR」（山口県）
　学生の部＝大阪コミュニケーションアート専門学
校／橘末咲奎「カンタンおりがみ」（大阪府）
　また、一般の部で優秀賞を受賞した各氏には水上
会長が表彰した。
　一般の部＝大阪シーリング印刷㈱／笠谷清豪「幼
児用クレヨン」（大阪府）、新聞印刷㈱／松田芳江・
伊東豊・川口正芳・山本安彦眞・榮田拓也・武内健
二「大阪マラソン バッグフォルダ・公共トイレマッ
プ」（大阪府）、富士製版印刷㈱／小阪興史・宮本美
菜子・川久保瑠美・中路博文・宮田昌康「３ステッ
プクッキング 基本の和食編」（大阪府）
　 学 生 の 部 ＝ 芝 浦 工 業 大 学 ／ 山 田 智 之
「CELLUNEE・D（セリュニード）」（東京都）、芝
浦工業大学／御代詩織「MUD UNO」（東京都）、山
口芸術短期大学／木村悠莉・国弘奈津江・久保田
美穂子「MUDユーザーマニュアル」（山口県）
　大村印刷の「2012 MUD CALENDAR」は、卓
上カレンダー上部のタグを下に落とすことで、親
指のない人でも簡単にめくれるよう考案されている。

「実際の用途に加え、下にめくることでカレンダー
の裏面をメモ帳として使うことができる。健常者に
とっても使いやすい、まさにUDである」と評価さ
れた。
　橘さんの「簡単おりがみ」は、「デザイン性の高
い格子状の線が折る際のガイドになっている。サイ
ズは通常より一回り大きく、日・英折り方チャート
がセットになっている。クールジャパンのグッズと
して海外での販売ができる」と期待された。

－ 16 － － 17 －

印刷物の積算見積書提出に関するアンケートについて（依頼）

印刷物の積算見積書（決定業者のみ）提出に関するアンケートについて（依頼）

　「定時見積にご参加いただいている皆様には、いつも大変お世話になっております。
　さて、平成22年10月に、積算見積書（決定業者のみ）の提出に関するアンケートを実施しまし
たが、その後１年が経過し、東日本大震災の発生などもあり、印刷物を取り巻く環境も変化してい
ることと考えられます。このため、より良い印刷物の調達を目指し、その参考とするため、下記に
より積算見積書（決定業者のみ）を提出していただくこととしたいと考えております。
　つきましては、積算見積書（決定業者のみ）をご提出いただくことにご協力いただけるか否か等
について、別紙の通りアンケートを実施いたしますので、ご記入の上、平成24年○月○日までに調
達課あてご提出いただきますようお願いします。

記
　１．積算見積書提出対象

定時見積（一般印刷、軽印刷）における決定業者
　２．積算見積書の内容

決定した見積金額の積算内容を示したもの
　３．積算見積書の様式及び内訳項目等

内訳項目の一例として別紙の様式例が考えられますが、これにより難い場合は、内訳項目、
様式ともこれと異なるものとしていただくことも止むを得ません

　４．積算見積書提出実施期間
アンケートの結果、｢賛成｣が多数を占めた場合は、当分の間実施することとします。

　５．積算見積書の提出方法
当該定時見積終了後に職員に手渡し（後日提出も可）

■全印工連・MUD推進プロジェクト

第５回メディア・ユニバーサルデザインコンペティション

ユニークで斬新な提案が目立つ

経済産業大臣賞　一般の部
大村印刷「2012  MUD CALENDAR」

優秀賞　一般の部
大阪シーリング印刷「幼児用クレヨン」

経済産業大臣賞　学生の部
大阪コミュニケーションアート専門学校「カンタンおりがみ」
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　運営委員会の江森委員長は、「３月に発生した日本大

震災により日本全体が大きなダメージを受けている。し

かし、復興のプロセスの中にこそ世界に発信すべき価

値が存在するはず。印刷業界として、その復興プロセス

に事業として参加していくことで、我々が日本の中で何

をすべきかを経験していかなければならない。今回の

PrintNext2012が日本の絆をつなぐ第一歩となればと期

待している」と述べている。

　震災復興をはじめ日本の再興に対し、印刷産業として

すべきことを検討していく場として開催がされる。

　記念式典では、小・中学生を対象に「未来の印刷」を

テーマに絵や作文を募集した「未来の印刷」大賞の表彰

が行なわれる。続く基調講演では、講師に千葉大学教授

の小林正弥氏を招聘。小林氏の専門である公共社会学に

ちなみ、社会に必要な会社という観点から今の印刷会社

に必要なことについての講演が行われる。

　また、基調講演の中からキーワードを２・３ピック

アップし、そのキーワードに対して各グループごとに話

し合いをするワールドカフェが行われる。さらに、全員

の意見交換ができるディスカッション形式の講義スタイ

　若手印刷関連５団体で組織されるPrintNext2012運営委員
会（江森克治委員長）が主催する業界団体の垣根を越えた横
断的イベント「Print Next 2012」が、「Act for Japan～希望の
未来へ。Insatsuがつなぐ日本の絆～」をテーマに、２月４日
パシフィコ横浜・会議センターを会場に開催される。同イベ
ントは、記念式典や基調講演のほか各種分科会、記念懇親会
などが予定されている。また、パートナー企業によるパネル
ディスカッションなども併催される。

ル、ソクラテスメソッドを加え、参加者同士の自由な発

想を引き出す構成がとられる。

　分科会では、関東、東海、近畿の企画グループが立案

したテーマを中心に行われる。

　〈基調講演・分科会〉
　■基調講演

　「印刷産業の社会的存在意義」　講師：千葉大学人文

社会科学研究科教授小林正弥氏

　■分科会

　■「技能五輪代表オペレーターはいかにして生まれた

か」　パネラー：亜細亜印刷㈱代表取締役藤森英夫氏、

印刷課課長大塚成二氏、印刷課伊東真規子氏

　■「日本の絆―地域の小さな絆から―」～地域の絆づ

くりから活性化・情報発信について私たちが関わる役割

とは～　パネラー：美濃和紙あかりアート展実行委員会

実行委員長深和昌司氏、美濃市観光協会事務局長池村周

二氏、㈱トコロ専務取締役中島孝氏、北浜印刷工業㈲取

締役専務山中武氏、コーディネーター：㈱岐阜文芸社代

表取締役飯尾賢氏

　■「顧客ニーズに柔軟に対応する印刷通販。これから

の脅威？それともパートナー」　パネラー：㈱帆風犬養

新嗣氏、土山印刷㈱土山雅之氏、ラクスル㈱松本恭攝氏

　■「インナーブランディング構築セミナー」　講師：

博報堂買物研究所上級コンサルタント、シブヤ大学講師

高荷力氏

　■「印刷メディアは私のキャンバスだ！」～地域メ

ディアが日本を元気にする～　講師：共栄印刷㈱代表取

締役堀井清孝氏

　上記５つの題材でパネルディスカッション、セミナー

が展開される。

　▼開催概要

　日時：2012年２月４日㈯　午前10時～

　会場：パシフィコ横浜会議センター（横浜市西区）

　主催：PrintNext運営委員会

　登録料：18,000円

　構成団体：全国青年印刷人協議会、全国印刷人緑友会、

日本青年会議所メディア印刷部会、日本グラフィック

サービス工業会SPACE21 、全日本段ボール箱工業組合

青年部協議会

　協力：東京青年印刷人協議会、印刷産業青年連絡協議

会、神奈川正和会

　特別協力：東京都印刷工業組合、神奈川県印刷工業組

合

　後援：経済産業省、全日本印刷工業組合連合会、日本

グラフィックサービス工業会、全日本紙器段ボール箱工

業組合連合会

　（なお、参加費はPrintNext2012公式サイトから登録で

きる。http://www.printnext.jp/）

　印刷業界の若手有志で組織する「Print Next Troops」

の東日本大震災復興支援プロジェクト「ACT FOR JAPAN～

希望の未来へ」の支援先第１号が決まった。支援先は、

宮城県女川町の伝統芸能「さざなみ太鼓」。この復活を

助けるため太鼓を寄贈。また、女川の小学校と交流し支

援活動を展開している徳島商業高校の活動PRのために

パネル制作の支援も決まった。

　Print Next Troopsは、印刷業界の青年組織による合

同イベントPrint Nextの活動から生まれ、昨年４月に

結成された。理念を共有する仲間たちにより、既存の

枠組みにとらわれない印刷業界ならではの支援活動を

展開している。まず、着手したのは、復興支援ステッ

カーの制作・販売による基金の開設。トップクリエイ

ターである高橋正実氏がデザインし、印刷会社有志が

制作したステッカーを１枚1,000円で販売し、収益金を

東日本大震災で被災した子供たちを長期にわたり支援

する「PrintNext基金」として活用していく。

　第１号の支援先に決まった「さざなみ太鼓」は、宮城

わせ、子供たちの心のケアのためにも不可決だ、との判

断から太鼓（１個）の寄贈を決めたもの。

　さらに、徳島商業が展開する被災地支援の活動を間

接的に応援する形で、支援活動PRのためのパネル制

作（A2×120枚）の寄贈も行なった。（ポスターとポス

ターフレーム）

　ポスター印刷の協力企業は、㈱二和印刷紙業（愛知）、

功和印刷㈱（東京）、㈱長英（東京）、㈱文化ビジネス

サービス（東京）、日研美術㈱（東京）、白光印刷㈱（和

歌山）、六三印刷㈱（東京）、㈱大川印刷（神奈川）、㈱

正文舎（北海道）、㈱協進印刷（神奈川）の10社。

　本件に関する問合せ先：全日本印刷工業組合連合会

TEL03（3552）4571

－ 18 － － 19 －

Print 2012Next
Act for Japan ～希望の未来へ。insatsuがつなぐ日本の絆 ～

県女川町の伝統芸能で、女
川第二小学校が保存に力を
入れ、生徒による演奏活動
が行われてきたが、津波に
より学校が被害を受け、太
鼓の多くが流出・浸水し演
奏活動に支障をきたしてい
た。さざなみ太鼓は子供た
ちの生活の一部にもなって
おり、伝統芸能の保存と合

2月4日／横浜（パシフィコ横浜会議センター）で開催

ACT FOR JAPANプロジェクト
支援先第１号宮城県女川町「さざなみ太鼓」

Print Next Troopsが
販売している復興ステッカー



　運営委員会の江森委員長は、「３月に発生した日本大

震災により日本全体が大きなダメージを受けている。し
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結成された。理念を共有する仲間たちにより、既存の
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　平成24年７月１日から「改正・介護休業法」が全面
施行され、すべての事業主が対象となり、制度の導入が
義務付けられることになりました。これを受けて厚生労
働省では、対象となる事業主がスムーズに制度導入がで
きるよう、その準備をするための資料として、「改正育

児・介護休業法が全面施行されます！」と題したリーフ
レットを作成しました。
　この程、愛知労働局より周知協力依頼があり、同リー
フレットの送付がありましたので、以下にその内容を掲
載し参考に供します。

　■平成24年７月１日から
　改正育児・介護休業法が全面施行されます！
　男女ともに、仕事と家庭の両立ができる働き方の実現
を目指し、平成21年、育児・介護休業法が改正されまし
た。平成24年7月1日より、これまで適用が猶予されてい
た以下の制度が従業員が100人以下の事業主にも適用に
なります。
　⑴短時間勤務制度
　⑵所定外労働の制限
　⑶介護休暇

　⑴短時間勤務制度（所定労働時間の短縮措置）
　［制度の概要］
　①事業主は、３歳に満たない子を養育する従業員につ

いて、従業員が希望すれば利用できる、短時間勤務制度
を設けなければなりません。
　②短時間勤務制度は、就業規則に規定される等、制度
化された状態になっていることが必要であり、運用で行
われているだけでは不十分です。
　③短時間勤務制度は、１日の労働時間を原則として６
時間（５時間45分から６時間まで）とする措置を含むも
のとしなければなりません。
　［対象となる従業員］
　短時間勤務制度の対象となる従業員は、以下のいずれ
にも該当する男女従業員です。
　①３歳未満の子を養育する従業員であって、短時間勤
務をする期間に育児休業をしていないこと。
　②日々雇用される労働者でないこと。
　③１日の所定労働時間が６時間以下でないこと。
　④労使協定により適用除外とされた従業員でないこと。
　以下のア）～ウ）の従業員は労使協定により適用除外
とすることができます。
　ア）当該事業主に引き続き雇用された期間が１年に満
たない従業員
　イ）１週間の所定労働日数が２日以下の従業員
　ウ）業務の性質又は業務の実施体制に照らして、短時
間勤務制度を講ずることが困難と認められる業務に従事
する従業員
　※このうち、ウ）に該当する従業員を適用除外とした
場合、事業主は、代替措置として、以下のいずれかの制
度を講じなければなりません。
　A育児休業に関する制度に準ずる措置

　Bフレックスタイム制度
　C始業・終業時間の繰り上げ・繰り下げ（時差出勤の
制度）
　D従業員の３歳に満たない子に係る保育施設の設置運
営その他これに準ずる便宜の供与
　［手続］
　短時間勤務制度の適用を受けるための手続きは就業規
則などの定めによります。
　こうした定めについては、事業主は、適用を受けよう
とする従業員にとって、過重な負担を求めることになら
ないよう配慮しつつ、育児休業や所定外労働の制限など
他の制度に関する手続きも参考にしながら適切に定める
ことが必要です。
　⑵所定外労働の制限
　［制度の概要］
　３歳に満たない子を養育する従業員が申し出た場合に
は、事業主は、所定労働時間を超えて労働させてはなり
ません。
　［対象となる従業員］
　原則として３歳に満たない子を養育する全ての男女従
業員（日々雇用者を除く）が対象となります。ただし、
勤続年数１年未満の従業員と週の所定労働日数が２日以
下の従業員については、労使協定がある場合には対象と
なりません。
　［手続］
　所定外労働制限の申出は、１回につき１か月以上１年
以内の期間について、開始予定日と終了予定日等を明ら
かにして、開始予定日の１か月前までに、事業主に申し
出る必要があります。また、申し出は何回もすることが
できます。
　⑶介護休暇
　［制度の概要］
　①要介護状態にある対象家族の介護その他の世話を行
う従業員は、事業主に申し出ることにより、対象家族が
１人であれば年に５日まで、２人以上であれば年に10日
まで、１日単位で休暇を取得することができます。
　②介護休暇は、労働基準法で定める年次有給休暇とは
別に与える必要があります。
　③「要介護状態」とは、負傷、疾病又は身体上若しく
は精神上の障害により、2週間以上の期間にわたり常時介
護を必要とする状態をいいます。

　④「対象家族」とは、配偶者（事実上婚姻関係と同様
の事情にあるものを含む）、父母および子（これらの者
に準ずる者として、従業員が同居し、かつ、扶養してい
る祖父母、兄弟姉妹および孫を含む）配偶者の父母です。
　⑤「その他の世話」とは、ア）対象家族の介護、イ）
対象家族の通院などの付き添い、対象家族が介護サービ
スの提供を受けるために必要な手続きの代行その他の対
象家族に必要な世話をいいます。
　［対象となる従業員］
　原則として、対象家族の介護、その他の世話をする全
ての男女従業員（日々雇用者を除く）が対象となります。
ただし、勤続年数６か月未満の従業員と週の所定労働日
数が２日以下の従業員については、労使協定がある場合
には対象となりません。
　［手続］
　介護休暇の申し出は、休暇を取得する日や理由などを
明らかにして、事業主に申し出る必要があります。介護
休暇の利用については緊急を要することが多いことから、
当日の電話などの口頭の申し出でも取得を認め、書面の
提出等を求める場合は、事後となっても差し支えないこ
ととすることが必要です。
　※「所定外労働の制限」、「介護休暇」は、あらかじ
め制度が導入され、就業規則などに記載されるべきもの
であることに留意してください。
育児・介護休業などに関する問い合わせ先
愛知労働局雇用均等室
電話052（219）5509

－ 20 － － 21 －

●身近な催し物のお知らせ（関連団体）
開催日時　　　　　　事業・行事、場所、備考
1月20～21日㈯
10:00～17:00
1月28日㈯
13:30～
　　17:00

2月15日㈬
15:00～
　　17:30
17:40～
　　19:00

●身近な催し物のお知らせ（愛印工組関係）
開催日時　　　　　　事業・行事、場所、備考

事業・行事 愛知県印刷会館竣工記念講演会・祝賀会
 講師：大日本スクリーン製造㈱
 　　 代表取締役会長 石田 明氏
 「脱本業・拡本業へのイノベーション」
ところ ＭＥＤＩＡＧＥ Ａｉｃｈｉ（前愛知県印刷会館）３階
参加費：5,000円　定員：70名　申込期日：1月20日
竣工祝賀会を開催いたします。４階
事業・行事 愛知県印刷会館竣工記念セミナー
 講師：1.㈱モリサワ  2.ハイデルベルグ
 ･ジャパン㈱  3.㈱ホリゾン西コンサル
ところ ＭＥＤＩＡＧＥ Ａｉｃｈｉ　3階
1.プリプレス 2.プレス 3.ポストプレス（３部構成セミナー開催予定) 参加無料

事業・行事 ㈱光文堂　新春機材展
ところ 名古屋市吹上ホール
事業・行事 平成24年度中部支部冬季印刷技術セミナー
 「湿し水。この魔法の水を自在に操る法」
ところ 東桜会館
会員：7,000円（3名以上お一人6.000円）　一般：9,000円
事業・行事 ＪＵＭＰ中部2012
 スマートフォン社会の日本人像を探る
 ～コミュニケーション・ビジネスへの影響～　
 講師：アスキー・メディアワークス
 　　アスキー総合研究所 遠藤諭氏
 企業は経営者で９割は決まる？！
 ～経営とリーダシップ～　
 講師：株式会社シー・レップ
 　　 代表取締役社長  北田浩之氏
ところ ＭＥＤＩＡＧＥ　Ａｉｃｈｉ
※17:40～19:15　情報交換会

2月16日㈭
15:30～
講演会・祝賀会
17:30～

2月18日㈯

「改正育児・介護休業法」全面施行
従業員が100人以下の事業主に適用



　平成24年７月１日から「改正・介護休業法」が全面
施行され、すべての事業主が対象となり、制度の導入が
義務付けられることになりました。これを受けて厚生労
働省では、対象となる事業主がスムーズに制度導入がで
きるよう、その準備をするための資料として、「改正育

児・介護休業法が全面施行されます！」と題したリーフ
レットを作成しました。
　この程、愛知労働局より周知協力依頼があり、同リー
フレットの送付がありましたので、以下にその内容を掲
載し参考に供します。

　■平成24年７月１日から
　改正育児・介護休業法が全面施行されます！
　男女ともに、仕事と家庭の両立ができる働き方の実現
を目指し、平成21年、育児・介護休業法が改正されまし
た。平成24年7月1日より、これまで適用が猶予されてい
た以下の制度が従業員が100人以下の事業主にも適用に
なります。
　⑴短時間勤務制度
　⑵所定外労働の制限
　⑶介護休暇

　⑴短時間勤務制度（所定労働時間の短縮措置）
　［制度の概要］
　①事業主は、３歳に満たない子を養育する従業員につ

いて、従業員が希望すれば利用できる、短時間勤務制度
を設けなければなりません。
　②短時間勤務制度は、就業規則に規定される等、制度
化された状態になっていることが必要であり、運用で行
われているだけでは不十分です。
　③短時間勤務制度は、１日の労働時間を原則として６
時間（５時間45分から６時間まで）とする措置を含むも
のとしなければなりません。
　［対象となる従業員］
　短時間勤務制度の対象となる従業員は、以下のいずれ
にも該当する男女従業員です。
　①３歳未満の子を養育する従業員であって、短時間勤
務をする期間に育児休業をしていないこと。
　②日々雇用される労働者でないこと。
　③１日の所定労働時間が６時間以下でないこと。
　④労使協定により適用除外とされた従業員でないこと。
　以下のア）～ウ）の従業員は労使協定により適用除外
とすることができます。
　ア）当該事業主に引き続き雇用された期間が１年に満
たない従業員
　イ）１週間の所定労働日数が２日以下の従業員
　ウ）業務の性質又は業務の実施体制に照らして、短時
間勤務制度を講ずることが困難と認められる業務に従事
する従業員
　※このうち、ウ）に該当する従業員を適用除外とした
場合、事業主は、代替措置として、以下のいずれかの制
度を講じなければなりません。
　A育児休業に関する制度に準ずる措置

　Bフレックスタイム制度
　C始業・終業時間の繰り上げ・繰り下げ（時差出勤の
制度）
　D従業員の３歳に満たない子に係る保育施設の設置運
営その他これに準ずる便宜の供与
　［手続］
　短時間勤務制度の適用を受けるための手続きは就業規
則などの定めによります。
　こうした定めについては、事業主は、適用を受けよう
とする従業員にとって、過重な負担を求めることになら
ないよう配慮しつつ、育児休業や所定外労働の制限など
他の制度に関する手続きも参考にしながら適切に定める
ことが必要です。
　⑵所定外労働の制限
　［制度の概要］
　３歳に満たない子を養育する従業員が申し出た場合に
は、事業主は、所定労働時間を超えて労働させてはなり
ません。
　［対象となる従業員］
　原則として３歳に満たない子を養育する全ての男女従
業員（日々雇用者を除く）が対象となります。ただし、
勤続年数１年未満の従業員と週の所定労働日数が２日以
下の従業員については、労使協定がある場合には対象と
なりません。
　［手続］
　所定外労働制限の申出は、１回につき１か月以上１年
以内の期間について、開始予定日と終了予定日等を明ら
かにして、開始予定日の１か月前までに、事業主に申し
出る必要があります。また、申し出は何回もすることが
できます。
　⑶介護休暇
　［制度の概要］
　①要介護状態にある対象家族の介護その他の世話を行
う従業員は、事業主に申し出ることにより、対象家族が
１人であれば年に５日まで、２人以上であれば年に10日
まで、１日単位で休暇を取得することができます。
　②介護休暇は、労働基準法で定める年次有給休暇とは
別に与える必要があります。
　③「要介護状態」とは、負傷、疾病又は身体上若しく
は精神上の障害により、2週間以上の期間にわたり常時介
護を必要とする状態をいいます。

　④「対象家族」とは、配偶者（事実上婚姻関係と同様
の事情にあるものを含む）、父母および子（これらの者
に準ずる者として、従業員が同居し、かつ、扶養してい
る祖父母、兄弟姉妹および孫を含む）配偶者の父母です。
　⑤「その他の世話」とは、ア）対象家族の介護、イ）
対象家族の通院などの付き添い、対象家族が介護サービ
スの提供を受けるために必要な手続きの代行その他の対
象家族に必要な世話をいいます。
　［対象となる従業員］
　原則として、対象家族の介護、その他の世話をする全
ての男女従業員（日々雇用者を除く）が対象となります。
ただし、勤続年数６か月未満の従業員と週の所定労働日
数が２日以下の従業員については、労使協定がある場合
には対象となりません。
　［手続］
　介護休暇の申し出は、休暇を取得する日や理由などを
明らかにして、事業主に申し出る必要があります。介護
休暇の利用については緊急を要することが多いことから、
当日の電話などの口頭の申し出でも取得を認め、書面の
提出等を求める場合は、事後となっても差し支えないこ
ととすることが必要です。
　※「所定外労働の制限」、「介護休暇」は、あらかじ
め制度が導入され、就業規則などに記載されるべきもの
であることに留意してください。
育児・介護休業などに関する問い合わせ先
愛知労働局雇用均等室
電話052（219）5509

－ 20 － － 21 －

●身近な催し物のお知らせ（関連団体）
開催日時　　　　　　事業・行事、場所、備考
1月20～21日㈯
10:00～17:00
1月28日㈯
13:30～
　　17:00

2月15日㈬
15:00～
　　17:30
17:40～
　　19:00

●身近な催し物のお知らせ（愛印工組関係）
開催日時　　　　　　事業・行事、場所、備考

事業・行事 愛知県印刷会館竣工記念講演会・祝賀会
 講師：大日本スクリーン製造㈱
 　　 代表取締役会長 石田 明氏
 「脱本業・拡本業へのイノベーション」
ところ ＭＥＤＩＡＧＥ Ａｉｃｈｉ（前愛知県印刷会館）３階
参加費：5,000円　定員：70名　申込期日：1月20日
竣工祝賀会を開催いたします。４階
事業・行事 愛知県印刷会館竣工記念セミナー
 講師：1.㈱モリサワ  2.ハイデルベルグ
 ･ジャパン㈱  3.㈱ホリゾン西コンサル
ところ ＭＥＤＩＡＧＥ Ａｉｃｈｉ　3階
1.プリプレス 2.プレス 3.ポストプレス（３部構成セミナー開催予定) 参加無料

事業・行事 ㈱光文堂　新春機材展
ところ 名古屋市吹上ホール
事業・行事 平成24年度中部支部冬季印刷技術セミナー
 「湿し水。この魔法の水を自在に操る法」
ところ 東桜会館
会員：7,000円（3名以上お一人6.000円）　一般：9,000円
事業・行事 ＪＵＭＰ中部2012
 スマートフォン社会の日本人像を探る
 ～コミュニケーション・ビジネスへの影響～　
 講師：アスキー・メディアワークス
 　　アスキー総合研究所 遠藤諭氏
 企業は経営者で９割は決まる？！
 ～経営とリーダシップ～　
 講師：株式会社シー・レップ
 　　 代表取締役社長  北田浩之氏
ところ ＭＥＤＩＡＧＥ　Ａｉｃｈｉ
※17:40～19:15　情報交換会

2月16日㈭
15:30～
講演会・祝賀会
17:30～

2月18日㈯

「改正育児・介護休業法」全面施行
従業員が100人以下の事業主に適用
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－ 22 －

事務局だより

小間（コラボレーション27小間）
で開催される。各社から自慢の新鋭
機・システムを始め、光文堂からも
KBD製品を主軸に、新製品など多数
が披露される。
　●コラボレーション展出展者
　▼㈱アクアス▼アミエ㈱▼㈱イン
グカワモト▼㈱エスケイワード▼㈱
エムアイシーグループ▼大洞印刷㈱
▼㈱弘文社▼㈱近藤印刷▼㈱渋谷文
泉閣▼全国印刷工業健康保険組合東
海支部▼㈱そうごう▼㈱第一印刷荷
札事業部▼㈱大幸▼大信印刷㈱▼永
瀬印刷㈱▼㈱二和印刷紙業▼プリ・
テック㈱▼豊陽印刷㈱▼北洋印刷㈱
▼㈱マインドシステム▼㈱ミツモリ▼
㈱メイセイプリント▼㈱ユーズ▼吉岡
印刷㈱▼大日紙業㈱▼双葉印刷㈱
　●新春セミナー開催
　▼１月20日㈮　13:00～14:20
　「2012年、印刷企業の取り組むべ
き課題～マーケットニーズを知って、
ソリューションビジネス」
　講師　生産技術コンサルタント・
MSE事務所代表村松礼二氏
　▼１月21日㈯　11:00～12:20
　「急発進する電子販促ツールへの
対応～基礎知識知らずして応用展開
できず」
　講師　印刷会社のテクニカルアド
バイザー影山史枝氏。
　両セミナーとも会場は、中小企業
振興会館４階第３会議室。

■2012年がスタートしました。今年
の干支は「辰」です。「辰」といえ
ば「龍」を思い浮かべます。天を昇
るその姿は勇ましくもあり美しくも
あります。勿論、創造でしかありま
せんが、世の中も龍のように上昇を
していくことを願うばかりです。■
組合にとりまして、今年は大変エ
ポックメーキングな年になると思い
ます。特に、新しい印刷会館が竣工
し新たなスタートを切ることは、愛
知県のみならず印刷業界発展のため
に多いに貢献できるものと思います。
組合員皆さんの印刷会館ですので、
お近くにおいでの際は、是非お立ち
寄りください。■竣工に合わせ、い
ろいろなイベントを企画しておりま
すので、こちらのほうにもご参加を
お待ちしております。■新会館への
引越は２月11日㈯、12日㈰、13日㈪
で行います。13日はFAXが通じづら
くなる可能性がありますのでご容赦
下さい。

　中部地区における印刷関連機材展
として、また、業界の新春恒例の行
事として定着した、印刷機材の総合
商社㈱光文堂（讃岐秀昭社長）が主催
する「2012エクセレントプリンティング
フェア　第48回光文堂新春機材展」
が、平成24年１月20・21の両日、名
古屋市中小企業振興会館（吹上ホー
ル）において開催される。
　今回のテーマは、「DISCOVERY(見)
×ACTION(行動)×IMPRESSION(感
動)―心が動けば、すべてが動く―」。
　●印刷、ＩＴソリューションに関
する最新の情報と機材が一堂に
　新春のスタートにふさわしく、印
刷関連業者と機材業者の新年互礼会
の役割を担うこの機材展も、今回で
48回目を迎えた。今回の出展社は106
社にのぼり、かってない賑わいを見
せ、各社から最新の機資材・システ
ムが披露される。また、機材展に合
わせ「コラボレーションコーナー」
が併催され、業態変革のためのヒン
トやビジネスチャンス拡大に役立つ
数々のアイデア商品、ノウハウなど
が提案される。
　昨年来、大変厳しい状況が続き、
いまだに景気回復への足がかりが掴
めないままである。しかし、景気の
状況がどうであれ、印刷関連業界に
おいては、クライアントからの要求
が多様化し、より高度な製品が求め
られている。こうした傾向はさらに
高まりを見せており、一帯どのよう
に対応手段を講じればいいのか、そ
の答えを模索するための、試行錯誤
が繰り返されているのが現状である。
　そうした問題解決、あるいは、情
報収集の一助に貢献しているのが、
この地方唯一の印刷総合機材展「光
文堂新春機材展」である。
　主催する光文堂においても、「お客
様に役立つ情報提供」を前面に、全
社員一丸となり、全力投球で望む意
気込みを見せている。
　今回の規模は、出展者数107社311

2012エクセレントプリンティングフェア

第48回光文堂新春機材展
日時  １月20㈮・21日㈯
会場  名古屋市中小企業振興会館（吹上ホール）

内外の優良メーカー新鋭機が一堂に勢揃い
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